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『
と
っ
く
り
委
員
会
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12
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
半
か
ら

社
会
福
祉
法
人
好
老
会
第
2
ひ
か
り
で
、

藤
井
寺
市
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
定
例

会
が
会
員
等
22
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。 冒

頭
、
第
２
ひ
か
り
施
設
長
の
西
野
由

美
氏
か
ら
、
好
老
会
の
経
営
の
基
本
と
な

る
考
え
を
聞
く
。 

私
た
ち
は
人
が
好
き
で
す
。 

 

お
年
寄
り
が
好
き
で
す
。 

 

高
齢
者
へ
の
敬
愛
の
心
を
［
好
老
］

と 

呼
び
好
か
れ
る
施
設
を
目
指
し

ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人
好
老

会
は
、
平
成
６
年
４
月
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
か
り
を
、
ま
た
、
平
成
13
年
７
月
に
第

二
ひ
か
り
を
開
設
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
併
設
。
入
所
者
の
介

護
度
の
平
均
は
、
ひ
か
り
で
は
3.9
、
第
2

ひ
か
り
で
は
4.1
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は

2.1
で
、
特
養
施
設
で
は
百
歳
を
超
え
る
入

所
者
が
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。 施

設
見
学
は
、
1
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
お
風
呂
場
、

2

、
3

階
の

居
室
等
の
説

明
を
聞
く
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
第
２
ひ

か
り
で
は
、
マ

シ
ン
を
使
っ
た

身
体
機
能
維
持
強
化
に
力
を
注
い
で
い

る
。 会

員
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
マ
シ
ン
を

体
験
。
す
ば
ら
し
い
設
備
に
、
質
問
が
飛

び
交
っ
て
い

た
。 奥

田
会

長
は
開
会

の
あ
い
さ

つ
で
、
地

域
に
お
け

る
公
益
的

な
取
組
み

に
つ
い
て

説
明
。 

改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行
に
伴
う
政

省
令
の
交
付
及
び
関
連
通
知
等
の
発
出
に

関
す
る
資
料
を
説
明
さ
れ
た
。 

 
１１
月
８
日
（
火
）
に
街
頭
募
金
を
実
施

し
た
結
果
、
市
民
の
皆
様
か
ら
2
万
5

千
3

6

6
円
の
募
金
が
集
ま
っ
た
事
を

報
告
し
、
参
加
し
た
会
員
に
感
謝
を
述
べ

ら
れ
た
。 

ま
た
、
連
絡
会
と
し
て
、
地
域
の
民
生
・

福
祉
委
員
と
の
連
携
に
力
点
を
置
き
、
地

域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
提

案
を
さ
れ
、
全
員
が
賛
同
。
施
設
連
絡
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
近
隣
地
域
に
掲
示
配
布

す
る
こ
と
に
す
る
。 

■
事
務
局
の
前
原
氏
か
ら
、
10
月
の
定
例

会
で
配
布
し
た
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る

「
災
害
時
要
援
護
者
の
受
入
等
に
関
す
る

概
況
調
査
」
の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
。
今
後

の
防
災
対
策
の
意
識
向
上
や
地
域
と
の
避

難
協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
た
初
め
の
第

一
歩
と
な
り
、
今
後
の
方
向
性
を
示
し
、

引
き
続
き
調
査
分
析
す
る
こ
と
を
報
告
。 

ま
た
、
来
年
の
パ
ー
プ
ル
＆
社
協
フ
ェ
ス

タ
が
、
6
月
11
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
為

に
参
加
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。 

大
谷
純
平
委
員
長
か
ら
、
と
っ
く
り
委

員
会
の
開
催
を
柔
軟
に
考
え
、
現
場
で
担

当
し
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
等
が
よ
り
多
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
日
程
や
運
営
方
法
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
。
会
員
施
設
の
メ
ン
バ
ー
の
提

出
の
依
頼
が
あ
り
、
12
月
25
日
ま
で
に

提
出
す
る
こ
と
に
全
員
が
了
承
し
た
。 

そ
の
後
、
支
援
し
た
事
例
を
持
ち
寄
り
、

生
活
困
窮
者
支
援
の
あ
り
方
を
勉
強
。 

今
回
は
、
藤
井
寺
特
養
と
ひ
か
り
で
扱

っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

事
例
①(

藤
井
寺
特
養
・
西
矢
さ
ん)

 

失
業
に
よ
る
生
活
困
窮
者
が
就
労
す
る

ま
で
、
食
事
支
援
を
行
な
っ
た
事
例
。 

９
月
末
に
介
護
施
設
を
離
職
し
、
所
持

金
が
底
を
つ
き
、
市
生
活
支
援
課
に
相

談
。 居

宅
は
玄
関
周
り
の
壁
が
崩
壊
状
態
で
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
３
か
月
前
か
ら
停
止
。
給

与
の
大
半
は
外
食
費
に
充
て
て
い
た
。 

利
用
者
は
、
就
労
意
欲
も
強
く
、
す
ぐ

に
介
護
事
業
所
を
中
心
に
活
動
を
開
始
。

同
時
に
藤
特
食
堂
で
昼
・
夕
食
の
提
供
を

開
始
し
、
今
後
の
生
活
計
画
を
相
談
す

る
。 10

月
24
日
に
、
柏
原
市
の
介
護
事
業

所
で
の
就
職
が
決
定
。
社
協
の
緊
急
小
口

貸
付
制
度
を
申
請
し
、
11
月
8
日
に
制

度
受
給
が
決
定
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
復

旧
し
て
、
自
炊
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
で
支
援
終
了
と
す
る
。 

 

事
例
②(

社
貢
献
支
援
員
・
下
永
田
さ
ん)

 

生
活
保
護
申
請
ま
で
の
経
済
的
支
援
を

行
な
っ
た
事
例
。 

横
浜
で
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
た
が
、

西
成
の
簡
易
宿
泊
所
か
ら
現
在
の
林
の
賃

貸
住
宅
に
転
居
。
布
団
以
外
の
家
財
は
全

く
な
く
、
所
持
金
も
底
を
つ
き
、
市
生
活

支
援
課
に
相
談
。 

10
月
14
日
に
は
妹
に
経
済
的
援
助
を

受
け
る
予
定
で
い
た
が
断
ら
れ
、
食
材
と

日
用
品
の
支
援
を
実
施
。 

10
月
19
日
に
生
活
保
護
の
申
請
を
取

り
下
げ
る
。
理
由
は
、
親
族
調
査
の
件
で

兄
弟
の
収
入
や
預
金
等
の
資
料
の
提
出
を

求
め
ら
れ
、
こ
れ
以
上
親
族
に
迷
惑
を
か

け
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。 

今
後
経
済
的
支
援
よ
り
、
就
労
支
援
を

希
望
さ
れ
た
の
で
、
履
歴
書
作
成
の
た
め

写
真
を
施
設
で
提
供
。
就
労
先
を
当
た
る

が
、
雇
用
条
件
が
合
わ
な
い
と
の
理
由
で
、

す
ぐ
に
就
労
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
判
断
。

再
度
生
活
保
護
の
申
請
を
提
案
す
る
が
、

拒
絶
さ
れ
る
。
利
用
者
か
ら
は
、
藤
井
寺

に
居
宅
し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
転
出

す
る
と
の
報
告
が
あ
り
支
援
終
了
と
す

る
。 事

例
報
告
後
、
参
加
者
か
ら
は
、
生
活

保
護
の
申
請
手
続
き
に
伴
う
審
査
に
つ
い

て
の
質
問
や
、
事
例
に
つ
い
て
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
た
。 
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次
回
の
ご
案
内 

日
時 

２
月
８
日
（
水
） 

13
時
30
分
～
15
時
00
分 

場
所 

ど
う
み
ょ
う
じ
高
殿
苑 

 

第 4号 

施設 
見学 


